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本日の議題

• 居眠り運転について

• 高速睡眠現象について

• 歩行者の保護、横断歩道における
歩行者の優先

• 高速道路での故障、事故時の対応

• 熱中症について



居眠り運転について
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高速睡眠現象について
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『高速道路に入り走行距離１００
km未満、時間にして約１時間以

内』の場所で死亡事故が約５割
発生。

。
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単調な高速道路では、疲労や睡眠不足でなくて
も意識が「もうろう」とすることがあります。

これを、「高速催眠現象」 といいます。

この状態での運転は、居眠り運転につながり大

変危険です。疲れを感じる前に、最寄りのサービ
スエリア・パーキングエリアで休憩をとりましょう。

。



歩行者の保護、横断歩道における歩行者の優先

１．横断歩道のない交差点やその付近を通過する時

歩行者が横断している時は、歩 行者の通行を妨
げてはいけません。

２．横断歩道等に近づいた時
(注)
・横断歩道等とは、横断歩道または自転車横断帯をいう
・歩行者等とは、歩行者または自転車をいう
・次の(1)(2)(3)項は、一般的に信号機のない横断歩道等
が対象です。

(1) その横断歩道等の直前で停止できるような速度
で進行しなければなりません。
（歩行者等がいないことが明らかな場合を除く）

(2) 歩行者等が横断している 時や横断しようとして
いる時は､その 手前で停止し、通行を妨げない
ようにしなければなりません。

(3) 横断歩道等の手前で止まって いる車がある時は
その側方を通って前方に出る前に、一時停止 を

しなければなりません。



××
×

２．横断歩道等に近づいた時

(4) 横断歩道等の手前 30m以内の場所では、ほかの車を追い抜いたり、

追い越したりしてはいけません。

上記規則(道路交通法第38条)に対する違反行為

の種類は「横断歩行者等妨害等」に当たります。

信号機のない横断歩道



幅寄せ、割り込み等が違反行為となる対象の車

高齢者マーク
(H23年2月1日 デザイン変更)

初心者
マーク

聴覚障害者
マーク

身体障害者
マーク

を表示した車への

の行為は、違反となります。このような車が事故を起こしたり、事故
に巻き込まれないように周りの車は、やさしい運転をお願いします。

割り込み
感情的な

クラクション

幅寄せ



●路肩でパンク修理、タイヤチェーン脱着中

●道路上で事故当事者同士での話し合い中

●車の周囲で待機中

●非常電話で通報のため歩行中、又は、横断中など

●車内に残り、追突による



①ハザードランプを点灯して、できるだけ路肩に寄せる。
橋やトンネルなど、路肩がない場合は、可能な限り広い
所まで自走する。

高速道路での故障・事故時の対応について

できるだけ
路肩に寄せる



②まず、同乗者を避難させます。

③降車は、車両が通行しない側から
（路肩に停車した場合は車の左側から）

④その後、発炎筒と停止表示器を車の
５０メートル以上後方に置きます。

※見通しが悪い場合はさらに後方へ

※燃料漏れがある場合、発炎筒は

使わない。

50ｍ以上
後方に

燃焼時間：約5分間

停止表示器材発炎筒

三角停止表示板

高速道路では、緊急停車時

二次的な事故防止のため

「停止表示器材」を表示して

いなければ

「故障車両表示義務違反」
となります。



⑤ガードレールの外側に避難する。

⑥橋や高架などで外側への避難ができない場合、
車から離れてガードレールに身を寄せる。

※万が一停止車両への追突事故が発生した際に巻き
添えにならないよう、車の後方へ避難する。

ドライバーも
ガードレール
の外に



非常電話機
高速道路には、１ｋｍおきに非常電話機が設置され、
受話器を上げると自動的につながります。
※ＪＡＦへの救援依頼もできます。
※ＩＣ・ＰＡ、バス停、非常駐車帯、トンネル内にも設置され、
トンネル内の設置間隔は約２００ｍ。

携帯電話 ♯９９１０（道路緊急ダイヤル）
場所が特定できるよう、路肩にあるキロポストの数字を
伝えましょう。 ※故障の場合は「♯８１３９（ＪＡＦ）」へ

非常電話の番号、
進行方向（上り、
下り）などを伝える

携帯電話なら、キロポストの
ｽｳ字を確認してから「♯９９１０
（道路緊急ダイヤル）」に、a故障
の場合は「♯８１３９（ＪＡＦ）」に

事故の場合は
携帯電話で直接110番
または ♯９９１０ (道路
緊急ダイヤル) を！

故障等の場合は、以下
の対応を。



熱中症について

真夏と梅雨どきに要注意！
・気温が高い

・湿度が高い

・風が弱い

・日差しが強い

・照り返しが強い

・熱いものがそばにある

・急に暑くなった



熱
中
症
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
・・・・・

●水分補給はこまめに、
急激に大量の汗をかいた時は塩分も

●通気性、透湿性のよい服装を

●バランスの良い食事を心がけて

●保冷剤や冷たいタオルで体を冷却
扇風機やエアコンで室温調整を

●立ちくらみやこむら返りは危険信号
具合悪ければ涼しいところで衣服を緩めて

厚生労働・環境省の資料から




